
３Ｒ資源グローバル戦略の着実な実施

資源を「生み出し、活用する」取組の推進資源の「環境・経済上、最適な利用」の追求

【インジウム等の希少金属の効率的回収】

高度な資源回収・リサイクル技術を活用した資源のサプ高度な資源回収・リサイクル技術を活用した資源のサプ
ライ・チェーンを形成ライ・チェーンを形成

エコデザインなど、設計から廃棄、再生、製品化までのエコデザインなど、設計から廃棄、再生、製品化までの
循環のメカニズムで環境負荷を低減循環のメカニズムで環境負荷を低減

【使用済製品の分解・再資源化】

インジウム：液晶などで用い
られ、可採年数は約7.5年。

写真：
同和鉱業（株）の金属蒸気回
収炉

我が国の技術・システムを活用する２つの視点

富士ゼロックス（株）でのアジ
ア・パシフィック地域の９つの
国と地域での商品回収、分解・

分別、再資源
化ネットワーク構築の取組

アジア各国（ヴィエトナム等）における３Ｒ推進の計画策定等の支援

３Ｒ推進のための様々な技術研究開発の推進

ＯＥＣＤと物質フロー・資
源生産性の共同研究の実
施・国際会議の開催

ＡＤＢ(アジア開発銀行)・
ＵＮＥＰ（国連環境計画）
と連携し、技術情報を含め
３Ｒ推進のナレッジ・ハブ
の構築

国際機関との連携

有害廃棄物等のアジアで共
有できるデータベースの構
築
(アジアン・リスティング)

Ｅ－ｗａｓｔｅなどの適
正な輸出入確保のための
国際ガイドラインの策定

適正・円滑な流通の国際ルールづくり

我が国の先進的な３Ｒ技術・システムを、民間の力を活かしながら世界へ展開
ー環境保全を通じて国際競争力を確保ー

２
０
０
８
年
を
節
目
に
、
取
組
を
推
進

アジア各国との連携

技術基盤の充実

東アジア循環型社会ビジョンの策定
（東アジア地域で 環境負荷低減と資源有効利用を同時達成）

東アジア循環型社会ビジョンの策定
（東アジア地域で、環境負荷低減と資源有効利用を同時達成）
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アジアにおける現状と課題

環境大競争をリードする企業人育成の必要性
○大学における取組のバラツキ・偏りを補完し合う必要
（各大学によって、環境問題や持続可能な開発に関する教育の
カリキュラムや教授陣の充実度や得意分野に差が存在）

○ビジネススクールにおける取組の不足

○アジアの現場における職場研修の不足

○国際的に通用する我が国人材育成者の不足

○環境大競争を進めるビジネス
リーダー養成

○環境大競争を支える技術者育成

○実務的な職場研修支援

○我が国の人材育成者の強化

具体的提言

○優良大学による国際人材育成ネットワーク（国境を越えた環境大学院）
・各国の強みを活かした優良大学ネットワークによる質の保証された学位交換制度
・内外の教授の人材交流による我が国の教育界の人材育成促進
・ＩＣＴを活かした共通の教材の開発➪オンラインコースへの展開

○国内や香港等のアジアのビジネススクールにおける持続可能な開発コース
○我が国多国籍企業による海外進出・関連企業の職場研修への支援制度創設

目標

アクション５アクション５ 環境大競争時代の人材輩出機関環境大競争時代の人材輩出機関
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現状（２００６年） ２００８年目標 ２０１０年目標

国境を越えた環境大学院 （優良大学による人材育成ネットワーク）

個別大学間連携 ⇒ ・アジアの優良大学数校に ⇒ ・協定締結大学の拡大（数十校規模）

おける連携協定締結

・共同のＳＤ大学院コース開始 ・２０１０年までに教授レベルで人材交流
･学位交換制度開始

・教授等人材交流

ビジネススクールにおけるＳＤコース

現状では明確なもの ⇒ ・日本、香港、シンガポール等 ⇒ ・ＳＤコースを拡大

はない。 ビジネススクールでコース開設 ・ＳＤマインドのある ビジネス・リーダー
の養成（数百人規模）

海外進出・関連企業での職場研修 ［産業界を中心とする体制］

個別企業が実施 ⇒ ・海外の現場での研修促進の ⇒ ・地球環境憲章を掲げる企業での

ためのマニュアル作成 実施を期待

・進出企業への周知普及 ・例えば、税制面等の支援策強化

※「ＳＤ」とは、「Sustainable Development（持続可能な開発）」の略
18



＜狙い＞
夏の軽装（ノーネクタイ、ノー上着）を奨励することで、冷房の設定温度を控え、ＣＯ２排出量を削減する“ＣＯＯＬ ＢＩＺ”は、昨夏、

日本の高温多湿な夏の新しいビジネススタイルとして受け入れられた。
この“ＣＯＯＬ ＢＩＺ”の取組を、同じように高温多湿な気候をもち、各国の気候風土に適した民族衣装を公式な場で着用してきた伝

統文化を持つアジア各国と連携して実施することで、アジア発の温暖化防止のメッセージを世界に発信する。

・２００５夏、日本でＣＯＯＬ ＢＩＺ大流行

・世界各国でも報道、好評価
・ＣＯ２排出削減効果、経済効果を証明

高温多湿なアジア各国

→各国の気候風土にあった民族衣装（＝ＣＯ
ＯＬ ＢＩＺ）が、ビジネスシーンでも受け入れら

れてきた伝統文化を持つ。

ア
ジ
ア
発
の
温
暖
化
防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
に
発
信

2006.5.31 ｸｰﾙﾋﾞｽﾞﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ

“ＣＯＯＬ ＡＳＩＡ ２００６”
表参道ヒルズ

・キックオフイベントしてアジア各国
に発信

・アジア各国の在日大使、著名人
等をモデルに起用

・国内では、小池大臣から閣僚に
対しモデル出演依頼中

ﾊﾞﾛﾝﾀﾞｶﾞﾛｸﾞ(ﾌｨﾘﾋﾟﾝ) ロンジー(ミャンマー) かりゆし(日本) バテック（インドネシア）

アクション６アクション６ アジア・エコスタイル革命アジア・エコスタイル革命
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